
看護の質・量・回数・種類、など看護必要度を測定する項目を数値化し、点数化することに
よって評価を行うシステムです。わかり易くとても簡単に入力できますので、システム導入し
たその日から運用をスタートできます。

看護必要度評価システム
DMS-NurseRequest

DMS-NurseRequestシステムはインターネット技術を採用したWeb方式のシステムですので、電
子カルテやオーダリングなど既存のシステムに影響を及ぼしません。また専用端末も必要なく既
存端末上でIEを使うだけなので手軽に導入できます。

DMS-NurseRequestシステムはすでにご導入済みの医事システム等と連携します。患者基本属
性情報や、日々の入院患者情報などを医事システムなどの導入済みシステムからリンクできます
ので、それらのシステムで入力済み情報を再入力する必要はありません。

看護必要度入力状況は病棟ごと、日ごとに全患者の入力が完了していれば■表示、未入力者
があれば■表示し、入力状況が一目瞭然で判別できる工夫を凝らしています。また患者ごと、評
価時刻ごとに、●●で評価入力状態を表す工夫をしています。
入院患者情報は医事システムなどから自動的に引用しますので、画面を開いたときには当日当

該時間帯の評価対象患者が自動的に表示されます。
直近データの一括引用機能や、患者別直近データの引用機能など、入力負荷軽減機能も備えて
います。

Web方式のシステム

患者ごと、評価時刻ごとの、
評価入力状況が一目瞭然。
入力漏れが起こりません

日ごとの評
価入力状況
が一目瞭
然。

患者入院情報の連携

入力負荷軽減機能

各種集計表
も画面上で
簡単に表示
できます。

項目名をクリックすると評価基
準が表示されます。新任看護
師さんでも即対応できます。

患者別評価
入力項目。
直近データ
の一括引用
や患者別引
用など数々
の入力作業
軽減機能が
あります。

危険行動評
価対象患者
は週1回の
評価促進機
能がありま
す。

当該日の当
該病棟入院
患者一覧。
医事システ
ムなどから
自動的に連
動し表示し
ます。



【日別重症度レベル別患者数】

【適正配置数】

【病床利用率と看護師充足率】

動作環境
サーバー 端末側PC

OS：Windows2003Server・Windows2008Server OS：Windows2000・WindowsXP・WindowsVista
Web：InternetInformationServer ﾌﾞﾗｳｻﾞ：InternetExplorer6.0以降
DB：Oracle・SQL-Server
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